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図3-2 雨が降ったらおれは行かない(全国方言準備調査JG-106)
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図4 そこに笠2主主電話しろ(全国方言準備調査 JG-l04)
(3)調査項目改訂の方針
今回の準備調査の結果をふまえると、文法項目については、 GAJの調査時期とは大きく
異同はないと予想される。したがって本調査の実施にあたっては、以下の点を項目改訂の
方針とし、 GAJの検証および発展的調査をめざすことが有効であると考えられる。
l 分布に異同があると(確実に)予想されるものは、同ーの質問文で再調査する。
2. 確認語形を設定するなど、実験・検証的な調査を行う。
3. 意味体系を網羅的にとらえるために、 GAJでは欠けていた関連項目を積極的に取り
上げる。
4. 分布調査の特性を活かすために、体系記述的な複雑な設定のものは避ける。
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